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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年1月12日(2012.1.12)

【公開番号】特開2011-123069(P2011-123069A)
【公開日】平成23年6月23日(2011.6.23)
【年通号数】公開・登録公報2011-025
【出願番号】特願2010-272561(P2010-272561)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  35/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分析対象物を処理及び／又は分析する自動分析器と、一種類より多い種類の消耗品とを
具備する分析システムにおいて、
　前記各消耗品は略同一の設置面積を有し、且つ、任意の種類の消耗品は一意的な表面幾
何学形状を有し、
　当該分析システムは、前記異なる消耗品を区別する特定の認識要素を有する認識システ
ムを有し、前記認識要素の内の任意のひとつの認識要素は、特定形式のひとつの消耗品の
一意的な表面幾何学形状と相補的である一意的な表面幾何学形状を有する分析システム。
【請求項２】
　前記消耗品は、少なくともひとつの先端部用ラック、及び、ひとつのマルチウェル・プ
レートを有する、請求項１に記載の分析システム。
【請求項３】
　前記システムは、ひとつの種類の複数の消耗品を積層する複数の積層器を有し、且つ、
　該積層器のいずれかひとつは、ひとつの種類の消耗品に対する認識要素を有する、請求
項１又は２に記載の分析システム。
【請求項４】
　前記設置面積は、本質的にＡＮＳＩ　ＳＢＳ設置面積フォーマットに対応する長さ及び
幅の基部を備えて成る、請求項１から３のいずれか一項に記載の分析システム。
【請求項５】
　分析器内で複数の消耗品の識別子を認識する方法であって、
　一意的な表面幾何学形状を有する複数の種類の消耗品を配備することと、
　一意的な表面幾何学形状を有する前記複数の種類の消耗品を、前記一意的な表面幾何学
形状に対して特異的である認識要素を有する積層器と相互作用させることと、を含み、
　前記複数の消耗品の内の任意のひとつの消耗品は、前記一意的な表面幾何学形状が該一
意的な表面幾何学形状に対して特異的な前記認識要素により係合されたときに特定される
方法。
【請求項６】
　前記消耗品は、本質的にＡＮＳＩ　ＳＢＳ設置面積フォーマットに対応する長さ及び幅
の基部を有する、請求項５に記載の方法。
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